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脳
神
経
内
科
は
、
い
わ
ゆ

る
難
病
や
遣
伝
性
疾
患
と

関
わ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
２
０
２
３
年
３
月
現
在

の
指
定
難
病
３
３
８
疾
患
の

う
ち
約
泌
％
に
あ
た
る
昭
疾

患
は
神
経
・
筋
疾
患
で
あ
り
、

そ
の
約
半
数
は
遺
伝
性
疾
患

で
す
。
ま
た
、
神
経
内
科
専

門
医
の
う
ち
帥
％
以
上
が
遺

伝
子
診
断
を
経
験
し
て
い
る

と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

近
年
の
遺
伝
性
神
経
・
筋

疾
患
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇

的
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
画

期
的
な
治
療
法
の
登
場
に
よ

っ
て
「
治
る
」
神
経
・
筋
疾

患
が
増
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
遺
伝
性
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
ア
ミ

ロ
イ
ド
ー
シ
ス
や
脊
髄
性
筋

萎
縮
症
、
デ
ュ
シ
エ
ン
ヌ
型

シ
ｔ
少
込
ノ
、
／
、
ノ
、
ノ
、
ノ
ッ
く
ノ
；
ク
、
〃
、
〃
、
ノ
、
／
、
ノ
Ｌ
ノ
、
シ
§
〃
、
ノ
、
／
う
〆
、
シ
ヒ
ク
、
〃
匙
少
匙
〃
ヅ
ダ
畦
少
Ｌ
〃
＄
ク
、
少
心
ア
、
ノ
唾
シ
Ｌ
〃
Ｌ
ノ
も
少
少
画
，
Ｆ
，
グ
シ
履
少
Ｅ
少
ｂ
少
Ｌ
〃
少
．
少
．
少
．
少
．
少
．
う
，
少
．
少
Ｌ
ジ
ク
ジ
ヶ
，
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
，
ク
ゾ
ヶ
ゾ
，
少
，
少
少
少
少
少
少
ゾ
サ
ゾ
ゾ
ゾ
ク
ー
，

グ
ー
ｊ

少
少

；
少

少
少

織繍義
■
・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

������������⑦神経・筋疾患

ト
ロ
フ
ィ
ー
や
ハ
ン
チ
ン
ト
か
、
な
ど
の
点
に
注
意
し
て
な
く
遺
伝
学
的
検
査
の
メ
リ
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
病
療
法
が
実
用
化
さ
れ
る
可
能

北
大
病
院
臨
床
遺
伝
子
診
療
部
副
部
長

ン
病
、
常
染
色
体
顕
性
遺
伝
時
間
を
か
け
て
遣
伝
カ
ウ
ン
ッ
ト
が
乏
し
い
と
の
考
え
も
型
に
よ
っ
て
は
特
異
的
な
治
性
が
あ
り
、
遺
伝
学
的
検
査

（
優
性
遣
伝
）
脊
髄
小
脳
変
セ
リ
ン
グ
を
行
う
の
が
適
切

に
て
診
断
を
確
定
す
る
有
用

�

松
島

理
明

性症（ＡＤＩｓＣＤ）なです．北鳶院では、こ
（
脳
神
経
内
科
）
ど
で
は
、
蓋
前
診
断
言
の
よ
う
な
発
症
前
診
断
で

的
に
来
談
さ
れ
る
方
も
い
ま
は
、
４
～
５
回
程
度
の
遺
伝

ノ
ベ
ッ
カ
ー
型
鰯
ン
ス
ト
ロ
検
者
の
子
や
孫
が
い
て
、
血
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
重
ね
た

フ
ィ
ー
（
Ｄ
Ｍ
Ｄ
／
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
縁
者
へ
の
影
響
が
少
な
く
な

効
果
的
な
治
療
法
の
な
い
上
で
検
査
に
入
る
こ
と
を
基

な
ど
、
か
つ
て
は
不
治
の
病
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
神
経
。
疾
患
の
発
症
前
診
断
は
特
本
と
し
て
い
ま
す
。
検
査
後

で
あ
っ
た
疾
患
が
治
療
可
能
筋
疾
患
の
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
に
慎
重
に
遣
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
も
結
果
説
明
の
み
な
ら
ず
、

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
治
ン
グ
を
行
う
際
に
は
、
こ
れ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
必
要
が
定
期
的
に
電
話
等
で
被
検
者

療
法
の
あ
る
遣
伝
性
疾
患
に
ら
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
進
あ
り
ま
す
。
被
検
者
が
疾
患
の
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す

対
し
て
は
、
発
症
前
診
断
も
め
ま
す
。

の
症
状
や
予
後
に
つ
い
て
よ
（
図
）
。

順手

含
め
て
遣
伝
学
的
検
査
を
行

成
人
発
症
の
遣
伝
性
疾
く
理
解
し
て
い
る
か
、
強
制

な
お
、
現
在
は
ま
だ
疾
患

鋤
う
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
患
で
は
、
原
則
的
に
出
生
前
で
は
な
く
自
ら
の
意
思
で
検
修
飾
療
法
が
罐
￥
し
て
い
な

診

い
る
と
い
え
ま
す
。

診
断
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
査
を
希
望
し
て
い
る
か
、
結
い
Ａ
Ｄ
ｌ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
で
す
が
、
術

一
方
で
、
依
然
と
し
て
根
ん
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｄ
／
Ｂ
Ｍ
Ｄ
な
果
が
陽
性
や
陰
性
あ
る
い
は
釦
種
類
を
超
え
る
病
型
が
報

醗
本
的
治
療
法
が
存
在
し
な
ど
の
Ｘ
連
鎖
性
疾
患
に
お
い
不
明
確
で
あ
っ
た
場
合
の
対
告
さ
れ
て
い
て
、
最
近
Ｓ
Ｃ

澪
い
疾
患
が
多
い
の
も
事
実
で
て
、
女
性
の
保
因
者
診
断
が
応
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
Ａ
卵
と
い
う
病
型
が
確
認
さ

筋

す
。
成
人
発
症
の
疾
患
が
多
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
き
て
い
る
か
、
抑
う
つ
な
ど
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
ど

雑
く
、
検
査
を
行
う
時
点
で
被
す
。
ま
た
、
筋
強
直
性
ジ
ス
精
神
状
態
の
問
題
は
な
い
の
病
型
で
も
治
療
法
は
大
差

・当日同伴者を事前に確認

・結果を聞く・聞かない意思の再確認���




